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8.各地域における緑の施策の整理 
 

８-１ 地域区分の設定 
緑の基本計画を市民にとって身近な計画とするため、第７章の「緑地の保全

及び緑化の推進のための施策の検討」に示した施策の方針及び施策を地域別に

整理します。地域区分については、江南市都市計画マスタープランにおける地

域別構想に基づき、次のとおり４つの地域を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域区分図 

宮田小学校区 

藤里小学校区

門弟山小学校区

古知野西小学校区

草井小学校区

古知野東小学校区 

古知野北小学校区 

古知野南小学校区

布袋北小学校区

布袋小学校区
地域区分 

人口 

（人） 

面積 

（ha） 

北東部地域 15,629 約 776

北西部地域 20,930 約 564

中部地域 44,548 約 983

南部地域 20,750 約 694

合計 101,857 約 3,017

注）人口は平成 22 年 4 月 1 日現在 

北東部地域

北西部地域 

中部地域

南部地域
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８-２ 各地域の施策の整理 

８-２-１ 北東部地域 
（１）緑の概況 

・本地域には木曽川の流れに沿って、緑豊かな

樹林地とそれに隣接してフラワーパーク江南

やすいとぴあ江南があります。また、それら

をつなぐ遊歩道・サイクリングロードは扶桑

町へ接続され、広域的な利用が期待されます。

その他、木曽川堤の桜並木やあじさい祭りの

行われる音楽寺や集落地周辺に広がる農地な

どの緑があります。 

・  街区公園はありませんが、フラワーパーク

江南と江南緑地公園があり都市公園の一人

当り面積は他地域と比較して高い水準にあります。  
 

（２）緑の主要施策 

 

・木曽川とその周辺の樹林地の優れた自然に
関する講習会などを開催し、自然環境の保
全に対する意識の高揚を図ります。 

・川と海のクリーン大作戦などの環境美化活
動を通じて、市民とともに木曽川の美しい
自然環境を維持します。 

・木曽川堤の桜並木は、県などの関係機関と
協議しながら、桜の名所として維持します。  

・農地については、農用地区域における保全
を継続するとともに、用排水路改修などを
進め、生産機能の維持・増進に努めます。  

・伝統や文化の保全として音楽寺のあじさい祭りの開催を継続します。  
 
  

・フラワーパーク江南やすいとぴあ江南などを結ぶ木曽川沿いの遊歩道・サ
イクリングロードは、案内板や休憩所などの整備を進め、利便性の向上を
図り、近隣市町と連携したイベント開催を検討します。  

 
 

・フラワーパーク江南やすいとぴあ江南などにおいて、ボランティア団体な
どと協力して、緑に関する講座や教室の開催を検討します。  

・避難場所に指定されている江南緑地公園などは、防災施設の増強を検討し
ます。  

 
 

・暗渠化される宮田導水路の上部を利用し、地域北部の集落地やフラワーパ
ーク江南、すいとぴあ江南などを結ぶ散策路などの整備を促進します。  

・（都）名古屋江南線などの幹線道路の街路樹については、適切な維持管理
に努めるとともに、未整備区間については整備を促進します。  

・木曽川やその周辺の樹林地で自然と親しめる学習プログラムを継続的に開
催し、将来の緑を担う子ども達の自然に対する意識を養うよう努めます。  

フラワーパーク江南

ま も る 

い か す 

つ く る 

つ な ぐ 

遊歩道・サイクリングロード

フラワーパーク江南
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○ 緑の施策整理図（北東部地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 骨格となる緑（木曽川、農地） 

 

江南市らしさを特徴づけている花とふれ

あえる緑 

（木曽 川堤の桜 並 木、音 楽 寺のあじさ

い） 

 都市公園・公共施設緑地 

 民間施設緑地（社寺） 

 まち中の緑 

 暮らしをつつむ緑（集落地） 

 レクリエーションの拠点となる緑 

 

【水と緑のネットワークとなる緑】 

遊歩道・サイクリングロード 

街路樹の管理・整備 

都市計画道路（一部県道） 

河川 

宮田導水路の上部利用による散策路などの整備

凡   例

市 街 地 周 辺 の

農地の保全 

緑 に 関 す る 講 座 や 教 室 の

開催の検討 

木 曽 川 の自 然 環 境 ・景 観

の保全、環境美化の推進 

幹 線 道 路 におけ

る街 路 樹 の適 切

な維 持 管 理 と 整

備の促進 

音 楽 寺 のあじさい

祭りの継続 

木 曽 川 堤 の 桜 並 木

の維持 

木 曽 川 沿 いの遊 歩 道 ・サイク

リングロードの利便性の向上 

注）生産緑地地区、保全地区は表示していません。  

まもる 

いかす 

つくる 

まもる

まもる

まもる つなぐ

宮 田 導 水 路 の 上 部 利 用

による散 策 路 などの整 備

の促進 

つなぐ 

避 難 場 所 に 指 定 さ れ た 公

園などの防災施設の増強 

つくる
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曼陀羅寺公園の藤

 

８-２-２ 北西部地域 
（１）緑の概況 

・本地域には木曽川の流れに沿って、緑豊かな樹林地とそれに隣接してフラワ

ーパーク江南や蘇南公園があります。また、それらをつなぐ遊歩道・サイク

リングロードは一宮市へ接続され、広域的

な利用が期待されます。その他、木曽川堤

の桜並木や本市を代表する祭りである藤ま

つりの行われる曼陀羅寺公園などの緑があ

ります。 
・街区公園は東野岩見公園１箇所ですが、フ

ラワーパーク江南と蘇南公園があり都市公

園の一人当り面積は他地域と比較して高い

水準にあります。  
 

（２）緑の主要施策 

  

・木曽川とその周辺の樹林地の優れた自然に関する講習会などを開催し、自
然環境の保全に対する意識の高揚を図ります。 

・川と海のクリーン大作戦などの環境美化活動を通じて、市民とともに木曽
川の美しい自然環境を維持します。 

・木曽川堤の桜並木は、県などの関係機関と
協議しながら、桜の名所として維持します。  

・農地については、農用地区域における保全
を継続するとともに、用排水路改修などの
整備を進め、生産機能の維持・増進に努め
ます。  

・曼陀羅寺公園の藤の適切な維持管理を図り、
本市の伝統や文化を代表する江南藤まつり
の開催を継続します。  

 
 

・フラワーパーク江南や蘇南公園などを結ぶ木曽川沿いの遊歩道・サイクリ
ングロードは、案内板や休憩所などの整備を推進し、利便性の向上を図り
ます。  

・蘇南公園などの既存の公園は、老朽化した公園施設の修繕・更新やバリア
フリー化を推進します。 

 
 

・フラワーパーク江南は、緑とのふれあいや交流の拠点としての魅力をさらに高め
るため、早期に全面開園するよう関係機関へ働きかけます。 

・避難場所に指定された蘇南公園などは、防災施設の増強を検討します。  
 

  
・暗渠化される宮田導水路の上部を利用し、地域北部の集落地やフラワーパ

ーク江南、蘇南公園などを結ぶ散策路などの整備を促進します。  
・うるおいのある良好な住環境を維持するため、江南団地周辺などの街路樹

の適切な維持管理に努めます。 
・木曽川やその周辺の樹林地で自然と親しめる学習プログラムを継続的に開

催し、将来の緑を担う子ども達の自然に対する意識を養うよう努めます。  
 

ま も る 

い か す 

つ く る 

つ な ぐ 

蘇南公園
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○ 緑の施策整理図（北西部地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 骨格となる緑（木曽川、農地） 

 
江南市らしさを特徴づけている花とふれあ

える緑 

（木曽川堤の桜並木、曼陀羅寺公園の藤）

 都市公園・公共施設緑地 

 民間施設緑地（社寺） 

 まち中の緑 

 暮らしをつつむ緑（集落地） 

 レクリエーションの拠点となる緑 

 

【水と緑のネットワークとなる緑】 

遊歩道・サイクリングロード 

街路樹の管理 

都市計画道路（一部県道） 

河川 

宮田導水路の上部利用による散策路などの整備 

凡   例 

注）生産緑地地区、保全地区は表示していません。

宮田導水路の上部利用に

よる 散 策 路 な ど の 整 備 の

促進 

フラワーパーク江南の

整備の促進 

木曽川の自然環境・景

観の保全、環境美化の

推進 

市 街 地 周 辺 の 農 地

の保全 

木 曽 川 沿いの遊 歩 道・

サイクリングロードの利

便性の向上 

木 曽 川 堤 の 桜 並 木

の維持 

街 路 樹 の 適 切 な 維

持管理 

曼 陀 羅 寺 公 園 に お

ける藤の適切な維持

管 理と江 南 藤 まつり

の継続 

まもる 

いかす

つなぐ 

つなぐ 

つくる

まもる 

まもる 

まもる 

避 難 場 所 に 指 定 され

た 公 園 な ど の 防 災 施

設の増強 

つくる 
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中央公園

江南厚生病院周辺

 

８-２-３ 中部地域 
（１）緑の概況 

・本地域は市域の中心部に位置し、中心核

（江南駅周辺）やサブ核（江南厚生病院周

辺）を有しています。公共施設緑地が点在

し、青木川や般若川も流れていますが、ア

ンケート調査において、緑が少ないと感じ

ている割合が高い状況にあります。 
・近隣公園（中央公園）が１箇所、街区公園が

６箇所ありますが、都市公園の一人当り面積

は他地域と比較して低い水準にあります。  
 

（２）緑の主要施策 

 

・農地については、市街化調整区域の農用地区域における保全を継続すると

ともに、生活に身近な緑である生産緑地地区についても保全を継続します。 
・社寺林などの緑を保全するため、保全地区や保存樹木の指定数の拡大を検

討します。  
 
 

・身近な自然や歴史・文化とのふれあいを楽しめるような河川沿いを軸とし

た散策路の設定を検討します。  
・中央公園などの既存の公園は、老朽化した公園施設の修繕・更新やバリア

フリー化を推進します。 
 

 

・市街地に緑を増やすため、花いっぱいコンクールや花いっぱい運動などの既存

の制度を充実するほか、民有地の緑化を支援する新たな制度の創設を検討しま

す。 
・ 市役所や学校などの公共施設では、率先し

て緑のカーテンチャレンジに取り組むとと

もに、施設の改修時には、施設の利用者に

安らぎを与えられるような屋上や壁面の緑

化に努めます。  
・本市の玄関口となる江南駅周辺や新たな市

街地が形成されている江南厚生病院周辺は

花いっぱい運動の実施と花と緑による景観

の向上に努めます。  
 

 

・青木川上流部は、河川改修にあわせて多自然川づくりなどの自然環境に配

慮した整備を関係機関に働きかけるとともに、市民参加の清掃活動などに

より、河川景観と水質の維持・向上に努めます。  
・（都）江南岩倉線などの幹線道路の街路樹については適切な維持管理に努

めるとともに未整備区間については、整備を検討します。 

中央公園

ま も る 

い か す 

つ く る 

つ な ぐ 
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○ 緑の施策整理図（中部地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 骨格となる緑（農地） 

 都市公園・公共施設緑地 

 民間施設緑地（社寺） 

 まち中の緑 

 暮らしをつつむ緑（集落地） 

 まちの顔となる緑 

 レクリエーションの拠点となる緑 

 

【水と緑のネットワークとなる緑】 

街路樹の管理・整備 

都市計画道路（一部県道） 

河川 

凡   例 

注）生産緑地地区、保全地区は表示していません。  

市 街 地 周 辺 の農 地

の保全 

河 川 沿 い を 軸 と し た

散策路の設定の検討

江南駅周辺や江南厚生病院周辺

及び公共 施 設 周辺などの花や緑

による景観の向上 

生産緑地地区の保全 

まもる 

いかす

つくる

まもる 

市 役 所 など公 共 施 設 にお

ける緑化の推進 

つくる 

青木川は、河川改修にあわせて、多

自然川づくりなどの自然 環境 に配慮

した整備を関係機関に働きかける 

つなぐ

幹 線 道 路 に お け

る街 路 樹 の 適 切

な 維 持 管 理 と 整

備の検討 

つなぐ 
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五条川の桜並木

 

８-２-４ 南部地域 
（１）緑の概況 

・本地域は市域の南部に位置し、五条川沿い

の尾北自然歩道や青木川を始め、久昌寺や

二子山古墳などの史跡と一体となった緑や

優れた一団の農地があります。  
また、布袋駅周辺は、土地区画整理事業

により、新たな都市公園の整備が進められ

ています。  
・街区公園が４箇所ありますが、都市公園の

一人当り面積は４地域で最も低い水準にあり

ます。 
 

（２）緑の主要施策 

 

・農地については、市街化調整区域の農用地区域における保全を継続すると

ともに、生活に身近な緑である生産緑地地区についても保全を継続します。 
・地域の伝統や文化として、五条川の桜祭りを継続して開催していきます。  
・社寺林などの緑を保全するため、保全地区や保存樹木への指定の拡大を検

討します。  
 

 

・久昌寺に隣接した久昌寺公園は、区域を拡張して魅力の向上を図ります。  
・青木川や五条川の河川改修では、親水空間の整備を関係機関へ働きかけます。 
・五明地区に整備が予定される青木川の第４調整池は、関係機関との調整の

もと、平常時に多目的な広場として利用できるよう計画します。  
 

 

・江南布袋南部土地区画整理事業とあわせ新たな都市公園の整備を推進する

とともに、駅東側についても基盤整備による整備を進めます。  
・人が多く集まるサブ核である布袋駅周辺は、花いっぱい運動の実施と花と

緑による景観の向上に努めます。  
 

 

・青木川は、河川改修にあわせて自然環境に

配慮した整備を関係機関に働きかけるとと

もに、市民参加の清掃活動などにより、河

川景観と水質の維持・向上に努めます。  
・五条川では、一斉清掃活動を継続し、河川

景観と水質の維持・向上に努めます。  
・五条川沿いの尾北自然歩道は、桜並木の維

持管理に努めるとともに、安全柵や園路舗

装の改修により、安全で快適な散策道の形

成を図ります。  
・（都）布袋駅線などの幹線道路の街路樹については適切な維持管理に努める

とともに、未整備区間については整備を促進します。  

久昌寺

ま も る 

い か す 

つ く る 

つ な ぐ 
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○ 緑の施策整理図（南部地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）生産緑地地区、保全地区は表示していません。  

布袋駅周辺における

花や緑による景観の

向上 

五 条 川 の 桜 並 木

の維持管理 

青木川は、河川改修にあわせて、

多自然川づくりなどの自然環境に

配 慮 した整 備 を関 係 機 関 に働 き

かける 

幹 線 道 路 に お け

る街 路 樹 の 適 切

な 維 持 管 理 と 整

備の促進 

市街地周辺の農

地の保全 

生産緑地地区の保全 

まもる 

つなぐ 

つくる 

つなぐ 

つなぐ 

まもる 

 骨格となる緑（農地） 

 
江南市らしさを特徴づけている花とふれ

あえる緑 

（五条川の桜並木） 

 都市公園・公共施設緑地 

 新たな都市公園・公共施設緑地 

 民間施設緑地（社寺） 

 まち中の緑 

 暮らしをつつむ緑（集落地） 

 まちの顔となる緑 

 レクリエーションの拠点となる緑 

 

【水と緑のネットワークとなる緑】 

街路樹の管理・整備 

都市計画道路（一部県道） 

河川 

凡   例 

久昌寺公園の区域拡張

による魅力の向上 

いかす 

基盤整備による都市

公園の整備 

つくる 


